
 

 

 

 

 日時：2025年 5月 24日（土）1４：00～15：00 

 講演：乳がん診療のアップデート 

 講師：井上記念病院 乳腺外科部長 椎名伸充先生 

 

以下、講演内容を抜粋してご紹介致します 
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乳癌診療ガイドライン 2022年版「疫学・予防編」 

特に60歳代の増加が著しいです。 

閉経後の「肥満」「喫煙」「飲酒」は 

乳がんリスク因子と言われています 

初産年齢の上昇と出産数の低下は乳癌発症のリスクを上げます 

近年、日本において初産年齢は上昇し、出生数は低下が続いています 



 



 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 年以内の再発の割合が明らかに減っています 

検査や手術、薬物治療の進歩と思われます 

当院のデータです。 

転移再発症例において高齢者

の予後（累積生存率）は 

悪いです 

 

高齢者でも積極的に乳がん検診を 

お勧めします！ 



 

 

項目 パターナリズム インフォームド・コンセント 
シェアード・ディシジョン・ 

メイキング 

意思決定者 医師 患者 医療者と患者の共同 

情報提供 最小限 詳細な説明 双方向の情報共有 

患者の役割 受動的 能動的 協働的 

自己決定権の尊重 低い 高い 非常に高い 

適用場面 
緊急時や患者が 

判断不能な場合 
一般的な医療行為全般 

治療選択肢が複数あり、 

価値観が重要な場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025/8/1 

ももはな会事務局 

シェアード・ディシジョン・メイキング（SDM）とは 

医師と患者が対等な立場で情報を共有し、患者の価値観や希望を踏まえて、最適な治療方

針を共同で決定するプロセスです。 

特に乳がん診療は近年、手術や薬物療法において複数の選択肢が標準治療として認められ

るようになっている経緯があり、SDMの重要性は増しています。 

どこの病院で 

治療するか？ 

抗がん剤はやった

ほうがいいのか？ 

手術の方法は？ 

遺伝子検査はやっ

たほうがいい？ 

再発治療は？ 

ホルモン療法、 

5年？10年？ 

患者医師関係と診療の進め方の変遷 


